
№ 意見要旨 部次長答弁

1

これまでも地域福祉計画をはじめとする各種計
画が策定されており、福祉課題について検討をし
てきたと思うが、ここでの「新たな支え合い」とは
これまでの福祉とどこが違うのか。

　地域福祉計画や個別計画は行政計画として定
めたものである。分野ごとに調整をしているもの
の、制度の間にある方が見落とされてしまう等の
恐れがあり、福祉全体を改めて見直す必要が出
てきた。
　具体的には、ボランティア等の新たな担い手の
発掘や、地域における課題を掘り下げて検討す
る地域ケアタウン会議の開催、地域包括支援セ
ンターと障害者相談支援事業所を例とする福祉
団体の連携など、これまでより一歩踏み込んだ
計画のようなものである。

2

何がどう変わったのかが見えづらい。マニフェス
トでは、地域包括支援センターを障害者や子育
てに関する相談窓口を兼ねたものにしていくとの
ことであったが、それについては検討をしたの
か。

　検討をしたが、今すぐ障害者と子育ての相談
窓口を兼ねることは難しいということで、まずは
高齢者の相談窓口である包括支援センターと障
害者の相談窓口である障害者相談支援事業所
が連携を図り、それについて検証し、将来的に
可能かどうかモデル事業で検討していきたい。

3
学童期の子どもに関する対策が抜けているが、
これに関する意見は出たのか。

　子育てに関する問題も検討委員会では挙がっ
ており、学童保育（放課後児童クラブ）について
の意見なども出ていた。
　今後、ケアタウンの実施段階で検討していきた
い。

4
ケアタウン構想ができあがったら、小田原市の福
祉がよくなるよう進めてほしい。

5

災害対策や人材育成についての取組みが示さ
れているが、すでに防災危機管理部による防災
ボランティアの育成や生涯学習部による各種人
材の育成に関する取組みが進められているの
で、既存の取組みを活用して構想を成功させて
ほしい。

6
ケアタウン構想の検討は、最終的にいつ終わる
のか？

今年度末で終了する。ただし、構想を作って終了
ではなく、実施計画となるものが必要であり、そ
れには中長期的な時間がかかることはもちろん
のこと、費用もかかってくる。

7
個別の福祉計画と整合を図って初めてこの構想
が完成となるのではないか。

市としての最終目標は、ケアタウン構想を作るこ
とではなく、小田原市をケアタウンにしていくこと
である。今回は構想を先に示し、道しるべとして
この構想に沿ったかたちで市全体をケアタウン
化していくために個別計画を策定していくことと
なる。

8 各種個別計画との整合はいつ図るのか。
今後、この構想に基づいて実施計画となるもの
を考え、モデル的に事業を実施していくこととな
る。個別計画とはその段階で整合を図っていく。

ケアタウン構想中間報告（案）に対する意見と市の考え方
（小田原市議会12/3厚生文教常任委員会での意見） 資料２


